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文責 堀 

 

１． 評議委員の推薦について 

 1月 20日〆切 

・他薦自薦推薦ある場合は堀先生まで、なければ堀先生から推薦 

・じき獣医学会（９月５日〜８日、例年だと 4 日間）、一般演題はオンデマンド（9 月

１日〜１８日）（参加登録は４月くらいから初める）、特別講演はライブ、シンポジウム

の内容を決める（５月中）、教育講演（例年通りの時間枠を取る）、優秀賞はオンデマン

ドなのでどのように決めるのか相談。 

（正会員 106名、現役員・評議委員数 30名；候補者； 宇野泰広、北嶋聡、 

松山勇人、水野理介、（池中良徳、臼井達哉、向田昌司）） 

 

獣医学用語集の第７次改定が終了し、ホームページに公開される。じき改定は疾患名

だけに限らず、広く専門名も含める。魚が新規に含まれた。ダブっているものを整理し

た（英語）。じきは動物種として野生動物について追加が必要になると思われる。 

２． 薬理学・毒性学実験 第４版 完成は 4月上旬出版予定 本体価格 5000円 

ISBN  978-4-8300-3286-8 (3/27文永堂に納品予定) コアカリ認定済 

３． 分科会保留金の使途について(150万)：コロナ禍で話し合いが止まっている。もともと

動画教材を作るということになっていたが時間的にも労力的にも難しいので、一度仕

切り直して早めに処理できるような方法を考える。 

４． 会計報告 

５． 第 166回日本獣医学会学術集会（Web開催：東京農工大学主宰 9月 5日-7日） 

4 月～演題登録、プログラム企画 

６． 教員異動・昇任・新任 

帯広畜産大学：河合先生（毒性学：助教授→准教授）、宮崎大学：テニュアトラック教

員（東島先生）、東京大学（寄附講座の専任助教：小林幸司先生：人工知能の行動解析）、

日本大学（毒性学教授：橋本先生） 

 

時期春季研究会は北里大学 

 


